
 

 

 

 

                                                          No.5 

かわいい子には歌舞伎をさせよ 
 期間限定とか数量限定と言われると思わず買ってしまうのは、侵害された自由を回復するために抵抗

しようという、人間が本来持っている欲求であり、心理学の世界では「心理的リアクタンス」と呼びます。

ダメと言われると逆にやりたくなるのもそれです。だからというわけでもないのでしょうが、尼崎市立

教育総合センターの敷地にある公園には、立て看板に禁止事項（例えば「ボール遊び禁止」）は書かれて

いません。しても良い遊び、できる遊びが書いてあります。多くの公園では「サッカー禁止」「バットの

使用禁止」などのルールがある中、大阪府泉佐野市では今年度６月補正予算案で子どもがボール遊びの

できる空間「ボールパーク」を全１３小学校区で整備するそうです。きっかけとなったのは昨年開かれた

こども議会に参加した子からの「早くしないと大人になっちゃうよ」という切実な声だったそうです。 

 あまようでも「早くしないと卒業してしまう」と言ったか言わずか、７月に行われた市教育委員会との

意見交換会でも、保護者から様々なご意見が出されました。「あまように勤務されている職員さんの数を

増やして勤務されている方が遅くまで学校に残っている現状が無くなる様になれば職員の方も子供たち

への接し方が良くなると思います」という意見もありました。それはそのまま保護者にも言えることで、

保護者の時間的・経済的・心理的な負担が減れば、より良い子育てにつながると思います。さかのぼれば

５０年前までは尼養には介助員は１人もいなくて、保護者が介助をしながら控室で待機していました。

当時の保護者が立ち上がって市役所に陳情にまわり、昭和４８年に介助員制度が始まりました。今では

２４名の介助員さんがあまようで勤務されています。中には３０年近く勤めておられる方もおられます。

長年勤めていて辛いことやしんどいこともあるでしょうが、モチベーションとしては「あまようの子は

かわいいから」と口々におっしゃいます。職員が見てこれほどかわいいのだから、親にとっては…？ 

 ６月に行われたＰＴＡの歓迎会で、１人ずつ我が子の写真を見せながら紹介する場面がありました。

どの方も我が子が如何にかわいいかを誇らしげに力説しておられました。親ばかと言われようがやはり

我が子は圧倒的にかわいいのです。中には、息子にひげが生えてきて「おっさん化」していってることに

ショックを受けているという嘆きも聞かれました。子どもが第二次性徴を迎えて、女子の場合は赤飯を

炊くこともあるのに男子の場合はショックを受けるとは…。恐るべし「おっさん化」現象です。 

 それでも、子どもが何歳になっても親にとっては子どもは子ども、 

かわいいことに変わりありません。ある時、高等部の先生がこんな 

ことを言ってました。「もう『かわいい』という年齢じゃないよね、 

女子高生には『きれいね』と言ってあげないと」と。ということは 

男子高生には「おっさん」ではなく「かっこいい」と言ってあげる 

のが良いのでしょう。ちなみに「かっこいい」ことを「二枚目」と 

言いますが、歌舞伎の看板には２枚目に色男が書かれていたことが 

由来です。ちなみに１枚目は主役、３枚目は道化（お調子者）です。 

今月１０日は歌舞伎の出前授業があり体験もできるようです。さて 

あまようの二枚目は誰でしょう？ 親にとって子どもはいつまでも 

かわいい存在ですが、「かっこよさ」はさすがに期間限定です。我 

こそはと思う人は、ぜひ歌舞伎に挑戦してみてはいかがでしょう。     （校長  河合 康一） 
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あかるく まえをむいて よろこび うまれる 

スッポンも我が子かわいや月並みに 



☆鑑賞会について 

歌舞伎出前授業 

〇日 時  ９月１０日（火） １３時２０分～１４時２０分 

〇場 所  体育館 

〇内 容  歌舞伎の解説・実演（素踊り鑑賞・化粧鑑賞・立ち回り・女方体験） 

〇公演者 株式会社 松竹 

ピアノコンサート 

〇日 時  ９月２０日（金） １０時００分～１１時３０分 

〇場 所  体育館 

〇公演者 大山秀子氏（主に関東で演奏活動を展開しておられるピアニスト） 

 

歌舞伎の出前授業は、日本教育公務員弘済会（日教弘）の主催事業です。応募のあった学校の中から日教

弘が選考して対象学校が決定されます。今年度は本校が選ばれたということです。ピアノコンサートについては、

本校音楽科の先生の人脈で講師を招へいすることができました。 

まだまだ残暑が厳しく秋の気配はまだ先のようですが、あまようでは一足先に伝統芸能や音楽など「芸術の

秋」を堪能したいと思います。 

保護者の方の参観申し込み方法は、７月１７日にマチコミメールにてお知らせしています。参観希望で、まだ

お申し込みでない方は、９月６日（金）までにお願いします。 

 

☆参観・懇談週間 

１７日（火）～２０日（金）に懇談を行います。今年度から評価（通知表）を前期・後期制にしておりますので、今

回の懇談では前期の評価などについてお話ができればと思います。 

９日（月）～１９日（木）は授業参観週間です。プールもプールサイドからご参観いただけますが、靴と靴下を脱

いで入っていただきますので、念のためタオルをご持参ください。 

 参観・懇談ともご回答いただいた希望日をもとに、日時を調整して決まりましたら、日時や場所、授業名（参観

の場合）などを窓口担任よりお知らせします。窓口担任の出張などの事情により、希望日に設定できないことが

あります。あらかじめご了承ください。その際は、連絡帳などで個別にお知らせいたします。 

 

 

 

☆お知らせ 

 

＊教職員について 

   養護の先生が８月末から休暇に入っています。後任の先生は８月末から着任しています。 

   小学部の先生が８月末で退職することになりました。後任の先生は１０月に着任します。 

   高等部の先生が９月末から休暇に入ります。後任の先生は今月より着任します。 


